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幅
田
　
地
震
激
動
期
の
も
と
、

国
は
、
二
度
も
耐
震
改
修
促

進
法
を
改
正
。
町
は
二
十
七

年
度
ま
で
の
耐
震
改
修
計
画

を
や
っ
と
、
二
十
一
年
度
に

樹
立
。
学
校
の
耐
震
化
は
非

常
に
遅
れ
て
い
る
が
、
ど
う

し
て
か
。�

町
長
　
児
童
、
生
徒
減
少
の

も
と
、
学
校
の
あ
り
方
検
討

委
員
会
に
委
ね
た
。�

　
そ
の
結
果
が
出
て
か
ら
実

施
す
る
。�

幅
田
　
耐
震
化
と
学
校
の
あ

り
方
は
、
別
問
題
。�

　
以
前
の
過
疎
法
で
は
、
学

校
統
合
が
耐
震
化
の
条
件
に

な
っ
て
い
た
。
現
在
は
、
そ

う
な
っ
て
い
な
い
。�

　
仮
に
統
合
し
て
も
地
域
の

セ
ン
タ
ー
や
避
難
所
に
な
る

と
こ
ろ
。�

　
学
校
は
い
つ
も
完
備
さ
れ

て
い
る
の
が
当
た
り
前
。
耐

震
化
協
議
を
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
に

委
ね
る
と
は
も
っ
て
の
ほ
か
。�

　
行
政
の
責
任
が
問
わ
れ
て

い
る
。�

　
小
学
校
か
ら
優
先
に
改
修

す
べ
き
。
そ
の
事
業
は
、
地

域
の
仕
事
起
こ
し
に
も
な
り
、

有
益
だ
。�

町
長
　
耐
震
後
、
十
年
は
使

用
義
務
が
生
じ
る
。�
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幅
田
　
地
デ
ジ
化
対
応
を
中

海
テ
レ
ビ
に
委
託
し
、
加
入

を
促
進
、
三
分
の
一
の
移
行

が
進
ん
で
い
る
と
の
こ
と
だ

が
、
町
の
有
線
テ
レ
ビ
は
、

来
年
七
月
ま
で
は
視
聴
で
き

る
。
そ
れ
以
後
の
ア
ナ
ロ
グ

停
波
後
の
対
応
（
デ
ジ
ア
ナ

変
換
の
暫
定
的
導
入
＝
平
成

二
十
七
年
三
月
末
ま
で
）
に

つ
い
て
、
引
き
続
き
視
聴
で

き
る
よ
う
要
請
が
来
て
い
る

は
ず
で
あ
る
。�

　
三
月
議
会
で
は
「
知
ら
な

い
」
と
の
答
弁
だ
っ
た
。�

　
そ
の
後
、
ど
ん
な
対
応
を

さ
れ
た
の
か
。
中
海
テ
レ
ビ

と
の
交
渉
、
負
担
の
大
き
い

人
へ
の
対
策
は
。�

町
長
　
料
金
・
加
入
負
担
金

減
額
・
区
域
外
放
送
等
、
事

務
レ
ベ
ル
で
協
議
中
。�

　
ア
ナ
ロ
グ
停
波
後
の
対
応

要
請
書
を
知
ら
な
い
で
い
た
。

　
今
後
、
こ
の
よ
う
な
こ
と

の
な
い
よ
う
対
応
を
全
員
協

議
会
で
提
案
を
す
る
。
負
担

困
難
な
人
へ
の
チ
ュ
ー
ナ
ー

費
用
等
、
支
援
を
予
定
し
て

い
る
。�

幅
田
　
こ
の
他
に
次
の
要
旨

で
質
問�

①
政
治
姿
勢
に
つ
い
て�

１
「
地
域
主
権
改
革
」
　
２

米
子
空
港
の
米
軍
訓
練
基
地

指
定
　
３
「
非
核
自
治
体
宣

言
の
町
」
看
板
新
設
に
つ
い

て�

②
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
即

時
廃
止
し
、
老
人
医
療
制
度

に
戻
す
こ
と
。�
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